
○自動車保有関係手続のワンストップサービス（OSS）とは、これまで運輸支局、警察署、県税事
務所などに出向いて行っていた各種行政手続をオンラインで申請できるようにし、申請者の
負担を軽減する取組みです。
○これまでは、OSSの対象手続は新車新規手続に留まっていましたが、平成29年4月より、移
転（中古車購入等）、変更（引っ越し等）、抹消（使用停止、廃車）などの登録手続にも拡大されま
した。特に継続検査については自動車ユーザーにとって身近なものであり、より多くの活用が
期待されています。
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【これまでの継続検査の流れ】
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■ 継続検査OSSのポイント!

①．自賠責情報の電子化
　  ⇒ e-JIBAI等自賠責情報の電子化に対応した損保協会との契約

②．保安基準適合証の電子化
　  ⇒ 電子保適証サービスの利用登録

③．申請代理人の選任
　  ⇒ 日整連、自販連又は行政書士に申請代行を依頼

④．検査手数料・自動車重量税の電子納付 
　  ⇒ ダイレクト納付の活用により各社の口座から直接電子決済

⑤．整備業務システムの導入
　  ⇒ 整備業務システムの活用により入力等の業務が大幅に効率化

⑥．新旧車検証の交換
　  ⇒ 申請代理人のデリバリーシステムの構築により業務負担の大幅な軽減
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